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（Kyoto Declaration 2016 on Role of Science and 
Technology in the Sendai Framework for Disaster 
Risk Reduction）”が発表された。そして最後に，藤





めた編著書『Science and Technology in Disaster 


















































































































































































































































































に，「d が奇数でd ＞－ 3 のとき，x を未知とする方
程式 xd＋a1xd－1＋…＋ad－1x＋ad = 0（a1, . . . , ad は
所与の実数）には実数解が存在するか？」という問題
を考えてみます。冒頭のはd = 1 でしたが，今度は
































































































































































「 L i v i n g  w i t h 
Earthquakes :  Causes , 



















































プ “Miniworkshop for Women in Mathematics”「女
性数学者の話を聴いてみませんか？」が開催され，
女性研究者のほか，京都府や他県の高校生も参加し
た。稲葉カヨ理事・副学長の挨拶で始まり，森　重
文IMU総裁（高等研究院特定教授）の挨拶，小谷元
子 日本数学会理事長（東北大学教授）の挨拶と総合
司会により，イングリッド・ドブシー IMU前総裁（米
国デューク大学教授），石井志保子 東京大学教授，
清水扇丈 人間・環境学研究科教授，佐々田槙子 東
京大学准教授，高津飛鳥 首都大学東京准教授を講
師に迎え，また，ジョン・トーランド IMU理事（ケ
ンブリッジ大学教授）の司会により，ジル・メシロ
フ カリフォルニア大学サンディエゴ校教授が加わ
り，女性研究者の苦労やその克服方法などについて，
後，全体討論およびフロアからの質疑応答へと進んだ。
会場は，比較的地震が少ないとされるアメリカ東
海岸だったが，聴衆からの関心は高く，会場もほぼ
満席となった。その一方で，フロアからは「緊急地
震速報が各人のスマートフォンに一斉に配信された
らパニックになるのでは？」といった質問もあり，
地震に対する意識の違いを認識する機会ともなった。
AAAS年次総会は，いわゆる学会とは異なり，他
分野の研究者およびマスコミ・政策立案者との交流
にも重きを置いている。今回，多様な分野から集まっ
た１万人以上の参加者に向けて，日本の防災・減災
研究の成果を紹介できたことは大きな意義があった。
 （防災研究所）
講義を行う
ヴォーン・ジョーンズ特別教授
講義を行う
ウェンデリン・ウェルナー教授
女性数学者イベントで講義を行う
イングリッド・ドブシー IMU前総裁教授
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京大おもろトーク　─アートな京大を目指して─　を開催
「おもろいこと」は本質的にはアートとの相性がい
いため，京都大学をアートで面白くしていこうとい
う山極壽一 総長の発想の元，京都大学教員有志と
京都大学に芸術的活動を取り入れることの必要性を
説いてこられた長尾　真 元総長と共に，平成27年
度に年４回アーティストを招いて，京都大学百周年
時計台記念館２階国際交流ホール等で鼎談を行った。
アートの学部，学科がない京都大学で，どういうお
もろいことができるのかを皆で考える企画であった。
それぞれの会で印象に残った内容を紹介する。
第１回：「垣根を越え
てみまひょか？」（平成
27年４月24日（金），山
極壽一（総長），茂山千
三郎（大蔵流狂言師），
土佐尚子（高等教育研
究開発推進センター教
授））
まずは，「芸術の起
源」「芸術とはなにか」
「現代に芸術が必要な理由」を「垣根を越えて」考えて
みようということで，ゴリラ研究，狂言，メディア
アートの専門家が集まり，議論した。ゴリラの研究
をするためには垣根を越えてゴリラに仲間だと思わ
れるように憑依してくことが必要である。同様に狂
言の役になりきるためには自分の振る舞いを冷静に
見ることが重要であり，それは「風姿花伝」の「離見
の見」に通じる。またメディアの語源は霊媒であり，
メディアアートのひとつであるプロジェクション
マッピング表現は，多くの人が一つの祝祭空間に集
まることが少なくなってきた今，現代の祝祭空間の
遺伝子と言える。京都に住んでいると，アートを通
して，歴史が自分に繋がっていることが実感できる。
大変興味深いパネルディスカッションで幕を閉じた。
終了後には研究者交流会が開催され，向井　茂 数
理解析研究所長の乾杯の発声で会が始まり，和やか
な雰囲気のなか盛会のうちに終了した。
 （数理解析研究所）
研究者交流会の集合写真（上段左から石井教授，高津准教授，佐々田准教授，小谷理事長，
メシロフ教授，ドブシー教授，稲葉理事，向井所長，森総裁，森脇理学研究科長）
第１回：「垣根を越えてみまひょか？」
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第２回：「京大解体」（平成27年７月30日（木），森村
泰昌（アーティスト），酒井敏（人間・環境学研究科
教授），大塚亮真（農学部資源生物科学科４回生））
芸術というのは無用の要だが，大学も世の中がど
う言おうとうちはこうですという芸術と同じ特別の
場だ。この中では何をやってもいいという場所でな
いと，おもしろくない。想定外のことが起こった時
には，今役に立ってることはほとんどダメになる。
その時に役に立つものを持っているには，今役に立
たないことをやっている必要がある。世の中はカオ
ス界であり，今役に立たないこともいつかは役に立つ。
第３回：「アート，ゼロの領域」（平成27年11月25日
（水），蔡國強（アーティスト），磯部洋明（総合生存
学館准教授），伊勢武史（フィールド科学教育研究セ
ンター准教授），高木遊（総合人間学部４回生））
アートの力のすごいところは，言葉にすると問題
になってしまうことも芸術表現すると心に残り歴史
に残る。大学においては，サイエンスそのものも爆
発しないといけない。サイエンスの面白さを利用し
てアートを爆発させたり，逆にアートといいながら
サイエンスを爆発させたりしないと本当のサイエン
スやアートにならない。科学は，新しい発見で評価
されるが，アートは発見したら終わりではない。表
現をしてその完成度が高くないといいアートになら
ない。人間は辛いことや隠してきたことを見せるこ
とで明るくなり勇気が出てくる。普段隠されている
ものを見せるために，様々なアイディアを使って表
現するのが現代アートの重要な表現法である。
第４回：「ちょっとぐらいええやないか」（平成28年
３月21日（月），坂口恭平（建築家・作家・アーティ
スト），山極壽一（総長），泉 拓良（総合生存学館特
定教授），那須耕介（人間・環境学研究科准教授），
東田大志（人間・環境学研究科博士課程））
人間はかつては昼は食べたいものをつまみ，夜眠
たくなったらベッドを作って寝ていたのに現在多く
の悩みを抱えている。例えば，ローンは自分の将来
の夢を買っていると人は思っているが，実は将来の
自分のために奴隷になっているわけだ。社会事象は
多層のレイヤーで構成されている。現在の物事を否
定するのではなく，様々なレイヤーを見ることで可
能性を縦横無尽に思考し，常識を見直し新しい発見
と共に分裂・拡張していくことがアートだ。
この企画は，2016年度も続くので，皆さんお楽し
みに！
※各回パネリスト等の所属・身分は当時のもの
 （高等教育研究開発推進センター）
第４回：「ちょっとぐらいええやないか」
第２回：「京大解体」
第３回：「アート，ゼロの領域」
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第２２回大学教育研究フォーラムを開催
３月17日（木），18日（金），吉田南総合館，百周年
時計台記念館および芝蘭会館山内ホールにおいて，
第22回大学教育研究フォーラムが開催された。
初日に開催された「高大接続が大学教育に及ぼす
影響─私たちは何を理解すべきか」と題されたシン
ポジウムでは，北野正雄 理事・副学長の挨拶に続き，
内村浩 京都工芸繊維大学教育研究基盤機構教授，
川妻篤史 桐蔭学園教務統括主任，西岡加名恵 教育
学研究科准教授，北岡龍也 文部科学省高等教育局
大学振興課課長補佐の４氏の講演があり，最後に講
演者全員によるパネルディスカッションを行った。
シンポジウムの前に開催されたMOSTフェロー発
表会『MOSTお宝鑑定団』では，鑑定士として北野理
事・副学長も参加し，歴代MOSTフェローによる教
育改善のアイデアや手法（=MOS宝）の発表・評価も
行った。
個人研究発表では，ポスター発表59件，口頭発表
115件の大学教育改善の実践研究に関する発表計174
件があった。小講演では，８名による講演と１名に
よるワークショップが行われた。フォーラム最後に
は参加者企画セッション11件が行われ，大学教育の
最新の知見と実践に関して，各会場で活発な討論が
交わされた。
この大学教育研究フォーラムには，２日間で学内
外の大学関係者を主として計816名の参加者があり，
盛会のうちに終了した。本学および全国の大学の教
育改善のためのリソースが集積したといえる。
※シンポジストの所属・身分は当時のもの
 （高等教育研究開発推進センター）
宇宙総合学研究ユニットに宇宙飛行士 土井隆雄 特定教授が着任
宇宙総合学研究ユニット（宇宙ユニット）がまた教
育研究の大きな推進力を得て，京都大学の魅力を増
大させた。４月１日（金），宇宙飛行士として日本人
初の宇宙船外活動経験を持ち，宇宙の平和利用促進
や教育啓蒙活動で活躍する土井隆雄氏が宇宙ユニッ
トの特定教授として着任した。土井特定教授は宇宙
ユニット宇宙学拠点の常勤教員として，宇宙飛行士
および国連宇宙部での経験と，宇宙航空工学や天文
学の幅広い知識を活かし，学生教育と次世代の有人
宇宙計画検討などを行う。
宇宙ユニットは2008年に組織された研究教育ユ
ニットで，人類の生存圏としての宇宙環境理解や，
理工学に留まらない人文社会学も含む有機的な学
問・教育連携，次世代の宇宙開発利用を担うグロー
シンポジウム会場の様子
ポスター発表
ワークショップ会場
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宇治おうばくプラザで「第７回たそがれ花見コンサート」を開催
宇治地区では，４月８日（金），宇治おうばくプラ
ザきはだホールにおいて宇治市で活動されている
方 （々深畑俐枝氏，鈴木良枝氏，山中今日子氏）と，
宇治中学校吹奏楽部による「第７回たそがれ花見コ
ンサート」を開催した。
このコンサートは，おうばくプラザの広報と地域
へのサービスの一環として毎年春に開催しているも
ので，連携協定を締結している宇治市より山本　正 
市長も来場され，挨拶いただいた。
声楽の深畑氏の歌，ピアノの鈴木氏，山中氏の連
弾等の演奏と，随所にトークを交えた親しみやすい
内容で，来場者は，熱心に耳を傾けていた。
地域交流の一環として出演いただいた宇治中学校
吹奏楽部の演奏も歌とダンスを交えた躍動感あふれ
るもので，大変好評であった。
当日は，好天に恵まれ満員となる300名の方に来
場いただき，地域の春の恒例行事として，今後も継
続を期待する声が多くあった。
 （宇治地区事務部）
バル人材の育成を行っている。特に，既存の学問と
しての宇宙だけでなく，京都大学らしさを持つ自由
な発想で宇宙と「何か」をつなげる試みにて宇宙開発
利用の裾野拡大を継続している。
土井特定教授は，着任日の４月１日（金）に山極壽
一総長と面会し，益川記念ホールで開かれた記者会
見の就任挨拶にて，「宇宙や国連での経験を活かし，
若い学生と議論を重ね，皆さんが一番活躍できるも
のを探す手伝いをしたい」と宇宙ユニットでの学生
教育の抱負を語り，ミニ講演で学生らへ自身の宇宙
活動を紹介した。
 （学際融合教育研究推進センター宇宙総合学研究ユニット）
鈴木良枝氏，山中今日子氏によるピアノ連弾深畑俐枝氏による歌
教員および学生と土井特定教授（ミニ講演後）記者会見で抱負を語る土井特定教授
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髙谷好一先生は，３月12日
に逝去された。享年81。
先生は，昭和33年に京都大
学理学部を卒業された後，同
大学院理学研究科を経て，同
42年に京都大学東南アジア研
究センター助手に採用され，同年に同センター助教
授，同50年に同センター教授に昇任された。平成７
年に退官され，同年に京都大学名誉教授の称号を授
与された後，同年から同16年まで滋賀県立大学人間
文化学部教授を，同16年から同24年までは聖泉大学
人間学部教授を務められた。またこの間，平成15年
よりNPO法人平和環境もやいネット副理事長に就
任された。
先生は，永年にわたり地域研究分野において，地
質学や地形学に立脚しつつも地域社会の歴史や文化
をも視野に入れた自然科学的手法を確立し，それを
世界全域に適用して文明生態史からみた世界の構図
を提示した。さらに，このような視座から日本の地
域社会の再生に取り組むなど，地域研究の発展に貢
献された。
先生の研究は，地域研究における自然科学的手法
の確立から，文明生態史から世界の構図を解明する
ことへ発展し，『東南アジアの自然と土地利用』（勁
草書房，昭和60年）や『新世界秩序を求めて─21世紀
の生態史観』（中公文庫，平成３年）へと取りまとめ
られた研究成果は，大同生命地域研究奨励賞受賞（昭
和61年）やNIRA政策研究・東畑記念賞受賞（平成３
年）によって高く評価された。また，京都大学退官
後には，日本の地域社会における実践的な地域研究
を推進され，『地球地域学序説』（弘文堂，平成13年）
や『地域研究から自分学へ』（京都大学学術出版会，
平成14年）にまとめられる独創的な世界観を打ち立
てられる一方で，地域社会の再生にも積極的に取り
組まれ，京都新聞文化学術賞受賞（平成14年），滋賀
県文化賞受賞（平成20年）の評価を受けた。
このほか，日本熱帯生態学会評議員として生態研
究を推進されるなどの多岐にわたる功績が評価され，
平成25年秋には瑞宝中綬章を受けられた。
なお，偲ぶ会が，７月２日（土）に京都大学稲盛財
団記念館にて開催される予定である。
 （東南アジア研究所）
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 名誉教授が逝去されました。ここに謹んで哀
悼の意を表します。以下に各氏の略歴，業績等を紹介します。
髙谷　好一　名誉教授
上田正昭先生は，３月13日
に逝去された。享年88。
先生は，昭和25年に京都大
学文学部史学科卒業，同大学
院文学研究科を経て，京都府
立園部高校・鴨沂高校の教諭
となられた。昭和38年に京都大学教養部助教授に採
用され，同46年に同教授に昇任された。昭和51年か
ら京都大学評議員（任期２年），同53年から教養部長
（任期１年）の要職を歴任され，本学の運営に尽力さ
れた。また，昭和62年に同和問題等委員会委員長に
就かれ，停年退官されるまで学内の人権問題に尽く
された。この間昭和44年，京都大学文学博士の称号
を授与された。平成３年に停年退官された後，同９
年まで大阪女子大学長に就任され，また姫路文学館
長・高麗美術館長・京都市学校歴史博物館長も歴任
された。
先生の学問的なご業績は，東京大学の井上光貞先
生との国県制論争などを収めた『日本古代国家成立
史の研究』や『日本古代国家論究』，さらに『上田正昭
著作集』全８巻にまとめられた。毎日出版文化賞に
輝いた『日本神話』などでは神話を歴史の所産と考え，
上田　正昭　名誉教授
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神話研究に新しい地平をひらかれ，『大仏開眼』『日
本の女帝』『藤原不比等』では奈良時代に深い知見を
もたらされた。中国大陸・朝鮮半島を視野にいれ，
東アジアの国際的環境をつねに重視された。また，
『帰化人』では「帰化人」は「渡来人」とすべきと提言さ
れた。
先生の古代史研究は現代の課題に学び，さらにそ
の成果を社会に還元された。人権問題では世界人権
問題研究センター理事長・部落解放同盟提言委員会
座長などと，高校教諭時代に直面された課題に生涯
取り組まれた。大阪市の四天王寺ワッソの企画に携
わり，古代の日本と朝鮮の交流を再現された。京都
の時代祭の考証にも携わられ，とくに「逆賊」とされ
た足利尊氏を行列に加えるために努力された。最近
では，朝鮮通信使関連資料を日韓共同で世界記憶遺
産に申請するための日本側学術委員会顧問をつとめ
られた。さらに京都市生涯学習振興財団理事長・亀
岡市生涯学習市民大学学長・生涯学習かめおか財団
理事長など，京都市や亀岡市の生涯学習に尽くさ
れた。
先生の学術・社会活動に対して，平成15年に勲二
等瑞宝章が授与され，さらに大阪文化賞，福岡アジ
ア文化賞，南方熊楠賞などを受賞された。また，平
成21年４月に韓国李明博大統領から修交勲章崇禮章
を授与された。
先生は平成13年の宮中歌会始の召人を務めるなど
歌人でもあり，『共生』など３冊の歌集がある。また，
亀岡市の小幡神社宮司を長らく務められ，平成24年
には神職身分最高特級を神社本庁から与えられた。
ご逝去の前日まで生涯学習の意義に関する講演をさ
れていた。偲ぶ会が５月31日に地元の亀岡市で開か
れる予定である。
 （大学院人間・環境学研究科）
作田啓一先生は，３月15日
逝去された。享年94。
先生は，昭和23年９月京都
大学文学部を卒業され，同大
学院文学研究科を経て，同28
年西京大学（現京都府立大
学）助教授，同34年５月京都大学助教授（吉田分校勤
務）に就任，その後同41年７月に同大学教養部教授
に昇任された。同50年４月から同52年３月まで京都
大学評議員，さらに同52年４月から同53年３月まで
教養部長として本学の管理・運営に貢献された。同
60年３月停年により退官され，京都大学名誉教授の
称号を授与された。退官後は同60年４月から平成７
年３月まで甲南女子大学文学部教授を務められた。
先生は，理論社会学の分野で精緻な体系理論を構
築される一方で，独自の観点からの日本社会・日本
文化研究にも多大な成果を挙げられた。前者を代表
する著作として『価値の社会学』，後者を代表する著
作として『恥の文化再考』『深層社会の点描』などを挙
げることができる。また哲学・文学に関する深い学
識に基づいて，『ジャン－ジャック・ルソー─市民
と個人』，『ドストエフスキーの世界』などの思想研
究，作家研究を展開された。『生成の社会学をめざし
て─価値観と性格』（平成５年）以降は，理論社会学
の先駆的な研究，さらには人間学的な探究へと歩を
進められ，ご自身が主宰された同人誌『Becoming』
に拠りつつ，晩年に至るまで旺盛な執筆活動を続け
られた。このような独創的な研究の傍ら，関西社会
学会委員，日本社会学会理事，日本社会学会会長を
歴任され，社会学の発展に貢献するとともに，後続
の世代に多大な影響を与えられた。これら一連の業
績により，平成８年11月，勲三等旭日中綬章を受け
られた。
 （大学院人間・環境学研究科）
作田　啓一　名誉教授
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